
あ う 病患者 自殺 遺族 語 責任 属活動 

――動機 語彙，標準 さ 関係対，述部 着目し ―― 

 

立命館大学衣笠総合研究機構 藤原信行 

 

 1 目的と方法 

 自死遺族 ，周囲 者 遺族 非難や，遺族自身 自己非難 いう 責任 属

活動 問題 直面し い 本報告 ，2014 5 月 自死遺族 A さ 仮名，夫 喪

行 非構造 インタビュ タ ，あ う 病患者 自殺 遺族

語 い 遂行さ 責任 属活動 再 記述 あ 本報告 ， 心 偏

見 焦 当 死生学 他領域 研究 異 ， 言語 運用 水準， そこ 用

い 動機 語彙 Mills [1940]1963=1971 ， 標準 さ 関係対 Sacks 1972=1995 ，

述部 Hester & Eglin 1997 着目し上記作業 遂行  

 ，インタビュ タ 使用 い ，A さ 個人名 地名 県名 可 ，

法人 集団 名 出さ いこ 条件 ，研究発表 使用 許可 い い い  

 2 結果と結論 

 A さ 最終的 ，檀家 い 寺 僧侶 A さ 夫 死因 う 病 病

死 あ いう言葉 ，自 見守 十分さ 夫 標準 さ 関係対 位置

自分 付 活動 十分 行わ 夫 死 し

いう自責 解 さ 語 し し，う 病 いう自殺動機 付 ，自殺 主因 し

う 病 早期発見 寛解 ，こ さ 家族員 気 見守 ＝ゲ キ

パ 活動 必要性 強調さ い 今日 ， 活動 そ 過怠 明確 さ ， し

自死遺族 責任 属 正当 強 し し う 藤原 2011 わ A さ 夫

自殺動機 し う 病 付 し こ 自 責任 属 棄却 彼女 い ゲ キ

パ 活動 見守 あ 過去 夫 自殺未遂 論理的 結び ，自殺 主

因 さ う 病 精神医学的知識 結び い  

 自死遺族 否応 巻 込 責任 属 活動 厳密 理解 ，当

活動 言語使用 水準， 動機 語彙 標準 さ 関係対 カ ゴ 付 活動 述

部 現状 使わ 方 経験的 再 記述し い 必要 あ  
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